
第１学年　道徳学習指導案

１組　計23人（男子12人，女子11人）

指導者　　田　平　奈 保 美　

１　主　題　名　　「自分のことは自分で」（１−⑴　節度・節制，自立）

　　　　　　　　　読み物資料「しまのおさるたち」（学研教育みらい１年）

２　主題について
　⑴　内容項目と　　　　　　　　　　　⑵　指導内容についての基本的な立場

　　その系統
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【低学年１−⑴】

　健康や安全に気を

付け，物や金銭を大

切にし，身の回りを

整え，わがままをし

ないで，規則正しい

生活をする。

【中学年１−⑴】

　自分でできること

は自分でやり，よく

考えて行動し，節度

のある生活をする。

【高学年１−⑴】

　生活習慣の大切さ

を知り，自分の生活

を見直し，節度を守

り節制に心掛ける。

　自立とは，他の援助や支配を受けず，自分の力で判断したり，身を立てたりするこ

とである。健康や安全に気を付けること，物や金銭を大切にすること，身の回りの整

理整頓を心掛けることなどは，日常生活を送っていく上で重要なことであり，それら

を自分から進んですることは，自身の生活をよりよくしていくことにつながる。

　この期の子どもたちは，学校の集団生活にもだいぶ慣れ，規則を守って行動するこ

とができるようになってきている。その中で，自分がしなければならないことが分かっ

てくる。そして，うまくやりたい，褒められたいという気持ちから，自分から取り組

もうとする姿も見られるようになる。しかしながら，面倒だという怠惰な気持ちや誰

かがやってくれるだろうといった労苦からの逃避により，自分でできることも自分で

やろうとせずに他者に依存したり，できなかったことを他者の責任にしてしまったり

することも見られる。

　そこで本主題では，自分でできるにもかかわらず，自分の周りの人にしてもらって

いることがあることや，人に頼ってしまう心の弱さを誰でももっており，それを乗り

越えられないことが自分の気持ちを暗くしたり，自分のよさを失わせたりすることに

気づくことができるようにする。そして，人に頼らず，自分の力でできることのよさ

に触れ，そのときの喜びや心地よさを感じることができるようにする。これらのこと

により，自分の生活を見直し，自分から進んで規則正しい生活を心掛け，自分ででき

ることは自分でやっていこうとする態度を育てる。

ア　自分の力ですることができて，気持ちがいい（自己の快い感情）

イ　いろいろなことが自分の力でできる　　　　　　（自己の成長）

ウ　これからも自分のことは自分でやっていこう　　（意欲の向上）

エ　自分でできることを褒めてもらえる　　　　（他者からの称賛）

オ　互いに分かり合える　　　　　　　　　　（信頼関係の深まり）

カ　相手もいい気持ちになる　　　　　　　　　（他者の快い感情）

キ　互いに協力し合える　　　　　　　　　　　　　（他者の成長）

ク　みんなが支えあえる社会ができる　　　　（集団・社会の成長）

ケ　みんなが気持ちよく暮らせる　　　　　　（明るく楽しい生活）

コ　みんなのことがよく分かる　　　　　　　（気持ちの通い合い）

ａ 自分本位な考え
（自分はしなくていい）

ｂ 労苦からの逃避
（誰かがしてくれるだろう）

ｃ 怠惰
（面倒くさい）

ｄ 無関心
（どうでもいい）

ｅ 虚栄心
（よく見せたい）

ｆ 楽観的な考え
（なんとかなる）

g 思慮不足
（もういいや）

人に頼らず，やるべきことは自分の力でしようとする態度を育てる。

道徳的実践を支える考え方や感じ方

心　　構　　え

実践を阻む

要　因

対
自
分

対
他
者

対
社
会

⑶　本主題の指導内容及び道徳的価値の構造（価値構造図）

第　１　学　年　及　び　第　２　学　年

①自らよく考えて行動する（自立）　　　　　　　　　　　　　　　　②人に迷惑をかけない（思慮）

③真面目に取り組もうとする（意欲）　④人の話をよく聞く（受容）　⑤叱られないようにする（節度）

⑥友達と仲よくする（協力）　　　　　⑦我慢する（節制）　　　　　⑧素直な気持ちをもつ（誠実）

二面性

心の
葛藤
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　⑷　本主題に関する「学び」の関連

３　子どもの実態　　　　　　　　　　　　　　　　（調査人数23人　複数回答あり　H22．9．21）

【考　察】
　学級のすべての子どもたちが，自分のことは自分でできた経験があると答えている。それらは，
学校内外での経験を想起していることが分かる。自分のことは自分でできたときの理由としては，
自分でやろうと思ったから」，「頑張ろうと思った」など，意欲の向上からの理由を挙げている子ど
もが多いことが分かる。一方，ほとんどの子どもが，自分のことが自分でできなかった経験がある
と答えており，その理由としては，「やりたくなかったから」，「面倒くさいと思ったから」など，自
分本位な考えや労苦からの逃避が主な要因となっていることが分かる。また，自分のことは自分で
することの意義としては，｢自分でしないといけないから｣，「迷惑をかける」などといった自分や周
りのことを考えて行動することの大切さを挙げている子どもが多いことが分かる。そして，自分の
ことは自分でするための心構えでは，「自分の力で最後までがんばる気持ちをもつ」という考えが多
く，次いで「最後まであきらめない」という考えが挙げられている。
　この調査を踏まえ，自分のことは自分でできた経験の中にも，時折，できていないことがあるこ
とがわかる。このことから，自分の力ですることは大切だと分かっていながらも，自分本位な考え
や労苦からの逃避の理由等でできなかったことがあることに気付かせたい。また，ほとんどの子ど
もたちが，自分の力でできるようにするには，「頑張ろうという気持ちをもてばいい」と自身の意欲
の向上を挙げているが，今回，「自らよく考えて行動する」という考えを意識させるために，自分の
ことだけではなく，「お世話になっている人に迷惑をかける」「みんなと協力してやっていく」など
の相手や集団社会を意識した心構えを見つめることができるようにしていきたい。その中で，教師
と一緒に大切にしたい考えを選択し，これからの生活に生かしていきたい心構えを明確にしていく
ことで，道徳的実践力の育成に努めていきたい。
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７月　[わがままなきもち」　（１−⑴　節度・節制・自立）
　素直に話を聞こう。　　　　　　　　　　　　人に迷惑をかけないようにしよう。

※　導き出した主な大切にしたい考え…　人の話をよく聞く

９月　「あぶないあそび」　（１−⑴　節度・節制・自立）
　よく考えてから遊ぶよ。　　　　　　　　　　危険なところで遊ばないよ。

※　導き出した主な大切にしたい考え…　まじめに取り組もうとする

10月　「きそくただしいせいかつ」（１−⑴　節度・節制・自立）
　規則正しい生活を送るってとても大切なんだな。　　自分のことは自分できちんとできる人になりたいなあ。　　　は「学び」を生かした意識

※　導き出した主な大切にしたい考え…　よく考えて行動する

・　自分でしないといけないから　
・　迷惑をかけるから
・　自分でしないと分からなくなるから
・　大人になって何もできなくなるから
・　無回答

１０
７
３
２
１

自分のことは自分ですることがどうして大切か 人数

・　宿題
・　時間割
・　早寝早起き
・　係活動
・　部屋の片付け
・　自主清掃
・　あいさつ

１２
８
７
６
６
４
１

自分のことは自分でできた経験 人数

・　早寝早起き
・　歯みがき
・　時間割
・　身の回りの片付け
・　手伝い
・　係活動

８
７
６
３
２
１

自分のことは自分でできなかった経験 人数

・　自分の力で最後まで頑張る気持ちをもつ
・　最後まであきらめない
・　自分でやろうとする気持ち
・　よく考える気持ち
・　人に迷惑をかけない気持ち
・　我慢する気持ち
・　無回答

１９
９
６
４
３
２
１

自分のことは自分でするための心構え 人数

・　自分でやろうと思ったから
・　頑張ろうと思ったから
・　ほめてもらいたいから
・　無回答

９
９
５
１

自分のことは自分でできた理由 人数

・　やりたくなかったから
・　面倒くさいと思ったから
・　むずかしくて分からなかったから
・　お母さんがやってくれるから
・　むずかしかったから
・　ほかにやりたいことがあったから

１０
６
３
２
１
１

自分のことは自分でできなかった理由 人数

　⑴　本主題に関する経験場面①　　　　　　　　　⑵　本主題に関する経験の理由①

　⑶　本主題に関する経験場面②　　　　　　　　　⑷　本主題に関する経験の理由②

　⑸　道徳的価値の意義　　　　　　　　　　　　　⑹　道徳的価値に対する心構え

【事　前】　　　　　　　　　　〈関連する活動〉　　　　【事　後】

【本　時】

11月道徳の時間
「じぶんのちからで」

○　家庭生活（親にしてもらっていないか）

○　家庭学習（自ら進んで宿題をしているか）

○　消費生活（欲しいものをよく考え購入しているか）

○　運動会（みんなで楽しもうとしているか）

○　係・当番・清掃活動（仲間と協力して活動しているか）

○　学習活動（友達と学び合う姿勢を大切にしているか）

○　休み時間（みんなと楽しく遊ぼうとしているか）

○　城山登山競走大会（最後まで頑張って走り通そうとしているか）

（経験の想起）
（よりよい生き方を
　目指した行動）

【本時の「学び」と関連する道徳の時間】
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４　資料について
　⑴　資料のあらすじ

　ある島に，たくさんのさるたちが住んでいた。その中に，だいきちざるという世話好きのさ
るがいた。島のさるたちは，いつも，だいきちざるに頼んで食べ物をとってもらい，自分たち
は何もしないで生活していた。ところが，ある日，だいきちざるが出かけて，島に帰ってこら
れなくなった。さるたちは食べ物がなくなり，どうしたらいいのか分からなくなってしまった。

　⑵　資料の分析・子どもの反応予想

　この資料は，だいきちざるに日頃から何事も頼りがちで，だいきちざるが不在の機に自分たち
の無力さに気付き，途方に暮れるという「さるたち」が主人公の話である。困っているさるたち
の姿に日頃の自分たちの生活の様子を重ね合わせて考えることのできる内容である。だいきちざ
るをお世話になっている人，さるたちを自分たちに置き換えて日頃の生活を振り返って考えるこ
とで，自分のことは自分でするといった基本的な生活習慣の大切さを考えることができるであろう。
　今回，「頑張れば自分でできる」と思っている本学級の子どもたちの実態を踏まえながら，お世
話になっている人への気持ちを取り上げていくことで，自分のことは自分でできるようになるに
はどのような気持ちが必要かを考えるためにこの資料を活用する。

５　本　　　時
　⑴　目　　標

　自分のことは自分でするための考えを導き出し，自分のことは自分でしようとする意欲を育てる。
　⑵　指導に当たって（研究内容との関連）

○　「見つめる」過程では，子どもたちが，主人公のさるたちになりきることができるように小道
具や場の設定の工夫を行い，動作化や役割演技を用いて主人公の気持ちを表すことができるよ
うにする。その際，教師が発問等を柔軟に行うことを通して，子どもたちの考えを引き出したり，
子ども同士の考えをつないだりすることで，子どもが，友達の考えと似ているところや違って
いるところに気付くことができるようにする。教師が，柔軟に子どもたちに問いかけの発問が
できるように，あらかじめ発問の類型と発問例を整理しておく。また，子どもたちの考えを２
つの観点（対自分，対周囲）で分類し，板書で整理することで，道徳的価値に関する見方や考
え方に，広がりや深まりをもつことができるようにする。

○　「深める・高める」過程では，「見つめる」過程とのつながりをもたせながら，大切にしたい
考えと関連する経験を振り返り，「自分づくりカード」にまとめる活動を取り入れる。そのことで，
関連する日常経験の場面では，大切にしたい考えが生かされるように，または，これから生か
せると気付くことができるようにし，日常生活への実践意欲の向上を図る。
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１　だいきちざる

に頼んで食べ物

をとってもらい

何もしないさる

たち【心の弱さ】

２　だいきちざる

を見送り，だい

きちざるがとっ

ておいた食べ物

を食べていたさ

るたち　【迷い】

３　食べる物がな

く な っ て き て，

どうしたらいい

かわからずただ

うろうろ歩き回

るさるたち

　　　　　【迷い】

ａ　自分本位な考え（自分はしなくていい）

ｂ　労苦からの逃避（誰かがしてくれるだろう）

ｃ　怠惰（面倒くさい）

ｄ　無関心（どうでもいい）

　①自立　②思慮　③意欲

　④受容

ｂ　労苦からの逃避（誰かがしてくれるだろう）

ｃ　怠惰（面倒くさい）

ｆ　楽観的な考え（なんとかなる）

イ　自己の成長（対自）

オ　信頼関係の深まり（対他）

ク　集団・社会の成長（対社）

　①自立　②思慮　③意欲

　④受容　⑥協力　⑦節制

ｂ　労苦からの逃避（誰かがしてくれるだろう）

ｃ　怠惰（面倒くさい）

ｆ　楽観的な考え（なんとかなる）

イ　自己の成長（対自）

オ　信頼関係の深まり（対他）

ク　集団・社会の成長（対社）

　①自立　②思慮　③意欲

　④受容　⑥協力　⑦節制

・　だいきちざるは優しいなあ。

　　食べ物をとってもらえるから楽だなあ。

・　いつも遊んでいられていいなあ。

・　ずっとだいきちざるさんいてね。

・　いつもありがとう。

・　ずっと続くといいな。

・　食べ物がたくさんあるから大丈夫。

・　すぐ帰ってくるから大丈夫だ。

・　困ったなあ。おなかがすいたな。

・　誰か助けてくれないかな。

・　早く帰ってかえってきてくれないかな。

・　このままじゃ死んじゃうよ。

・　もういやになるな。

・　どうしてこんなことになるのかな。

・　どうにかして，食べ物をとってみよう。

・　食べ物をとる練習をしておけばよかった。

・　自分でやっておけばよかった。

場　　　面 価値の分析（価値構造図より） 予 想 さ れ る 子 ど も の 反 応

　⑷　本主題に関する「学び」の関連

３　子どもの実態　　　　　　　　　　　　　　　　（調査人数23人　複数回答あり　H22．9．21）

【考　察】
　学級のすべての子どもたちが，自分のことは自分でできた経験があると答えている。それらは，
学校内外での経験を想起していることが分かる。自分のことは自分でできたときの理由としては，
自分でやろうと思ったから」，「頑張ろうと思った」など，意欲の向上からの理由を挙げている子ど
もが多いことが分かる。一方，ほとんどの子どもが，自分のことが自分でできなかった経験がある
と答えており，その理由としては，「やりたくなかったから」，「面倒くさいと思ったから」など，自
分本位な考えや労苦からの逃避が主な要因となっていることが分かる。また，自分のことは自分で
することの意義としては，｢自分でしないといけないから｣，「迷惑をかける」などといった自分や周
りのことを考えて行動することの大切さを挙げている子どもが多いことが分かる。そして，自分の
ことは自分でするための心構えでは，「自分の力で最後までがんばる気持ちをもつ」という考えが多
く，次いで「最後まであきらめない」という考えが挙げられている。
　この調査を踏まえ，自分のことは自分でできた経験の中にも，時折，できていないことがあるこ
とがわかる。このことから，自分の力ですることは大切だと分かっていながらも，自分本位な考え
や労苦からの逃避の理由等でできなかったことがあることに気付かせたい。また，ほとんどの子ど
もたちが，自分の力でできるようにするには，「頑張ろうという気持ちをもてばいい」と自身の意欲
の向上を挙げているが，今回，「自らよく考えて行動する」という考えを意識させるために，自分の
ことだけではなく，「お世話になっている人に迷惑をかける」「みんなと協力してやっていく」など
の相手や集団社会を意識した心構えを見つめることができるようにしていきたい。その中で，教師
と一緒に大切にしたい考えを選択し，これからの生活に生かしていきたい心構えを明確にしていく
ことで，道徳的実践力の育成に努めていきたい。
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７月　[わがままなきもち」　（１−⑴　節度・節制・自立）
　素直に話を聞こう。　　　　　　　　　　　　人に迷惑をかけないようにしよう。

※　導き出した主な大切にしたい考え…　人の話をよく聞く

９月　「あぶないあそび」　（１−⑴　節度・節制・自立）
　よく考えてから遊ぶよ。　　　　　　　　　　危険なところで遊ばないよ。

※　導き出した主な大切にしたい考え…　まじめに取り組もうとする

10月　「きそくただしいせいかつ」（１−⑴　節度・節制・自立）
　規則正しい生活を送るってとても大切なんだな。　　自分のことは自分できちんとできる人になりたいなあ。　　　は「学び」を生かした意識

※　導き出した主な大切にしたい考え…　よく考えて行動する

・　自分でしないといけないから　
・　迷惑をかけるから
・　自分でしないと分からなくなるから
・　大人になって何もできなくなるから
・　無回答

１０
７
３
２
１

自分のことは自分ですることがどうして大切か 人数

・　宿題
・　時間割
・　早寝早起き
・　係活動
・　部屋の片付け
・　自主清掃
・　あいさつ

１２
８
７
６
６
４
１

自分のことは自分でできた経験 人数

・　早寝早起き
・　歯みがき
・　時間割
・　身の回りの片付け
・　手伝い
・　係活動

８
７
６
３
２
１

自分のことは自分でできなかった経験 人数

・　自分の力で最後まで頑張る気持ちをもつ
・　最後まであきらめない
・　自分でやろうとする気持ち
・　よく考える気持ち
・　人に迷惑をかけない気持ち
・　我慢する気持ち
・　無回答

１９
９
６
４
３
２
１

自分のことは自分でするための心構え 人数

・　自分でやろうと思ったから
・　頑張ろうと思ったから
・　ほめてもらいたいから
・　無回答

９
９
５
１

自分のことは自分でできた理由 人数

・　やりたくなかったから
・　面倒くさいと思ったから
・　むずかしくて分からなかったから
・　お母さんがやってくれるから
・　むずかしかったから
・　ほかにやりたいことがあったから

１０
６
３
２
１
１

自分のことは自分でできなかった理由 人数

　⑴　本主題に関する経験場面①　　　　　　　　　⑵　本主題に関する経験の理由①

　⑶　本主題に関する経験場面②　　　　　　　　　⑷　本主題に関する経験の理由②

　⑸　道徳的価値の意義　　　　　　　　　　　　　⑹　道徳的価値に対する心構え

【事　前】　　　　　　　　　　〈関連する活動〉　　　　【事　後】

【本　時】

11月道徳の時間
「じぶんのちからで」

○　家庭生活（親にしてもらっていないか）

○　家庭学習（自ら進んで宿題をしているか）

○　消費生活（欲しいものをよく考え購入しているか）

○　運動会（みんなで楽しもうとしているか）

○　係・当番・清掃活動（仲間と協力して活動しているか）

○　学習活動（友達と学び合う姿勢を大切にしているか）

○　休み時間（みんなと楽しく遊ぼうとしているか）

○　城山登山競走大会（最後まで頑張って走り通そうとしているか）

（経験の想起）
（よりよい生き方を
　目指した行動）

【本時の「学び」と関連する道徳の時間】
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１
　
自
分
の
こ
と
が
自
分
で
で
き
な
か
っ
た
経
験
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　
自
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２
　
資
料
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し
ま
の
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さ
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。
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３
　
こ
れ
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
，
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
で
き
た
経
験
を
ま
と
め
る
。

４
　
保
護
者
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
で
，
本
主
題
の
道
徳
的
実
践
意
欲
を
高
め
る
。
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☆
　

学
校

や
家

庭
で

の
様

々
な

生
活

場
面

の
写

真
を

電
子

黒
板

で
投

影
す

る
こ

と
で

，
自

分
の

こ
と

が
自

分
で

で
き

な
か

っ
た

経
験

を
想

起
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

○
　

実
態

調
査

を
基

に
意

図
的

指
名

を
し

た
り

，
自

分
づ

く
り

カ
ー

ド
を

見
て

考
え

ら
れ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

で
，

経
験

場
面

を
幅

広
く

想
起

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
　

様
々

な
要

因
で

自
分

で
し

な
か

っ
た

こ
と

が
誰

に
で

も
あ

る
こ

と
を

認
識

す
る

こ
と

で
，

課
題

意
識

を
高

め
た

め
あ

て
の

設
定

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

☆
　

電
子

黒
板

を
使

っ
て

の
紙

芝
居

を
視

聴
す

る
こ

と
で

，
話

の
あ

ら
す

じ
を

つ
か

み
や

す
く

し
，

感
想

を
出

し
合

う
こ

と
で

話
し

合
う

場
面

の
焦

点
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

○
　
簡
単
な
動
作
化
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
「
さ
る
た
ち
」

に
自
我
関
与
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
　
役
割
演
技
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
，
自
分
で
で
き
そ

う
な
こ
と
も
，
つ
い
人
に
頼
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
，
な

か
な
か
自
分
で
し
よ
う
と
し
な
い
気
持
ち
に
共
感
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

　
本

主
題

に
関

わ
る

考
え

方
を

広
げ

た
り

，
深

め
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

た
か

。
【

発
言

，
「

自
分

づ
く

り
カ

ー
ド

】
◆
　
役
割
演
技
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
，
対
自
分
，

対
他
者
の
多
様
な
考
え
を
導
き
出
し
，
板
書
を
見

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
考
え
を
整
理
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
，
「
自
分
づ
く
り
カ
ー
ド
」

に
本
主
題
に
関
す
る
大
切
な
考
え
を
書
く
際
，
黒

板
で
類
型
化
し
た
観
点
を
基
に
考
え
る
よ
う
に
し

教
師
と
一
緒
に
整
理
し
て
い
く
。

○
　
「
自
分
づ
く
り
カ
ー
ド
」
を
用
い
て
，
本
主
題
に
関

す
る
大
切
な
考
え
を
ま
と
め
，
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
結

び
付
け
て
考
え
る
こ
と
に
よ
り
，
そ
の
後
の
生
活
へ
の

実
践
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
　

保
護

者
か

ら
の

手
紙

を
読

ん
で

，
実

践
意

欲
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。

─ 134 ─




